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図書館事業 図書館

生涯学習の推進

図書館事業を通じて図書館の利用を高め、利用者の満足を得ること、市民の生涯学習を支援するこ
とをめざす。そのため、第３次子ども読書活動推進計画の推進、図書館ボランティアの育成・活用、
図書館内での閲覧・複写・貸出返却の環境の向上、読書振興のための講座・講演会の開催等、着
実に行う。

・市民一人当たりの貸出冊数・・・図書館内に大人向けの児童書コーナーを設置するなど、貸出増に向けた取り組みを行っ
た。市民一人当たりの貸出冊数は１０冊であり、全国的に高い水準を保っている（全国平均５．８６冊）。
・０～１８歳の図書館登録者率・・・4か月児健診での出前登録・貸出し「ようこそえほんといっしょ」、学校向け「えほんのひろ
ば」の巡回継続など、多様な事業展開により、向上した。
・図書館利用者数・・・図書館・公民館図書室・自動車文庫の来館者は減少したが、インターネット予約などのＨＰ利用や各
種講座の参加者は増加傾向にある。
※全国平均冊数・・・『日本の図書館　統計と名簿２０１６』から

障がい者・高齢者に向けた資料の充実とサービスの向上を進めるとともに、子ども読書活動推進計
画の推進、課題解決につながる資料の整備や高い評価を得られている各種図書館講座の実施も
継続する。また来館者へのサービスだけではなく、非来館型の図書館サービスにも力を入れていく
必要がある。そのため、ホームページを活用した情報提供や、団体貸出の促進に取り組む。

事業の概要

指標の推移

事業の評価

図書館来館者に向けたアンケートでは、本図書館のサービスに対し高い評価がなされており、ま
た、子ども向けサービスでは第3次子ども読書活動推進計画に基づいたボランティアを含む関係各
所との連携が功を奏し、登録者率向上につながっているなど、現在の運営手法は妥当と考える。た
だし、少子高齢化が進む本市では、図書館や公民館図書室に来館した利用者へ行うサービスの提
供のほか、ＨＰ利用などの非来館サービスの提供の重要性が増加している。
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今後の
方向性

現状維持

H28当初予算

85,478

担当課

事業の指標 単位 H28 H29 H30 H31 H32

１

２

３

10

10 10冊市民一人当たりの貸出冊数

実

予

39.8

38.9 40.0％０～１８歳の図書館登録者率

実

予

665,973

621,100 621,000人図書館利用者数

実

予


